
 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和５年６月２９日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者 〒８５７－０３６１        

住 所 長崎県北松浦郡佐々町小浦免字小浦浜１５７２－２１ 

氏 名 アリアケジャパン株式会社             

代表取締役社長  白川 直樹 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５６－６３－５５００            

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  アリアケジャパン株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県北松浦郡佐々町小浦免字小浦浜１５７２－２１ 

事 業 の 種 類  ０９ 食料品製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 ４０，０５１ｔ 全 処 理 委 託 量 ４０，０１９ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３２ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
３１，５００ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2,967.06

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

8,901.18 2,967.06

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

5,934.12
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

2,967.06

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 2967.06

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

5934.12

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 2967.06

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 動物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2367.8 2367.8

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 2367.8

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2367.8
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 植物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1504.92 1,504.92

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1504.92

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,504.92
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 廃プラスチック ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 49.24 49.24

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 49.24

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

49.24
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 7.45 7.45

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 7.45

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

7.45
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 水銀使用製品廃棄物）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.12
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.12

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.12 0.12

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 製品廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1005.48 1,005.48

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1005.48

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,005.48
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 製品付着包材 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 728.38 728.38

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 728.38

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

728.38
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 8.4 8.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 8.4

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

8.4
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

殿

提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

年 月 日 から 年 月 日 まで

（日本工業規格　A列４番）

※事務処理欄

t

1,643.73

t

t

t

t

t0.00

0.00 0.00熱回収を行う業者への
認定熱回収業者以外の

処 理 委 託 量

1,643.73

164.37

排　　　　出　　　　量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

t

自 ら 熱 回 収 を 行 う

0.00

0.00

処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の

処 理 委 託 量産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処 理 委 託 量
0.00 t

2023 31

処理計画の実施状況を報告しま す。

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

株式会社　安藤・間　九州支店

福岡市中央区大名１－８－１０

０６　総合工事業

産業廃棄物処理計画におけ

30

０９２－７２４－１１３１

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 12 条 の 10 項 の 規 定 に 基 づ き 、

3

項目 目標値 項目 目標値

2022 年度の産業廃棄物

福岡市中央区大名１－８－１０
株式会社　安藤・間　九州支店

執行役員支店長　　黒田　二郎

計 画 期 間
2022 4 1

（第１面）

 産業廃棄物処理計画における目標値

電話番号

氏名

住所

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 て 処 分 又 は

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長 崎 県 知 事

全  処  理  委  託  量1,643.73

62023



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 廃プラスチック

有償物量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

14.50 t

自ら中間処理
した量

実績値

t14.50

t

14.50 t

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

t

14.50 t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

14.50 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

t

14.50

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

3.20

3.20

t

3.20

0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 3.20 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

t

実績値

t3.20

t

⑦自ら中間処理により減量した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

3.20 t

自ら中間処理
した量

紙くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

不要物等発生量

排出量

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

t



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 木くず

有償物量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

5.42 t

自ら中間処理
した量

実績値

t5.42

t

5.42 t

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

t

0.00 t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

5.42 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

t

0.00

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

39.58

39.58

t

39.58

0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 39.58 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

t

実績値

t39.58

t

⑦自ら中間処理により減量した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

39.58 t

自ら中間処理
した量

金属くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

不要物等発生量

排出量

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

t



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず

有償物量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

16.00 t

自ら中間処理
した量

実績値

t16.00

t

16.00 t

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

t

16.00 t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

16.00 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

t

16.00

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： がれき類

有償物量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

23.80 t

自ら中間処理
した量

実績値

t23.80

t

23.80 t

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

t

0.00 t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

23.80 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

t

0.00

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

61.63

61.63

t

61.63

0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 61.63 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

t

実績値

t61.63

t

⑦自ら中間処理により減量した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

61.63 t

自ら中間処理
した量

混合廃棄物

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

不要物等発生量

排出量

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

t



長崎県知事

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（
第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 廃石膏ボード

有償物量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

17.51 t

自ら中間処理
した量

実績値

t17.51

t

17.51 t

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

t

17.51 t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

17.51 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

t

t

17.51

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



備考

1

2

3

産 業 廃 棄 物 の 種 類 が ２ 以 上 あ る と き は 、 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ご と に 、 第 ２ 面 の 例 に よ り 産 業 廃

4

「 産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 に お け る 目 標 値 」 の 欄 に は 、 項 目 ご と に 、 産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 に 記 載

第 ２ 面 に は 、 前 年 度 の 産 業 廃 棄 物 の 処 理 に 関 し て 、 ① ～ ⑭ の 欄 の そ れ ぞ れ に 、 (1) か ら (14)

(1)

③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

「 事 業 の 種 類 」 の 欄 に は 、 日 本 標 準 産 業 分 類 の 区 分 を 記 入 す る こ と 。

⑥欄 自ら中間処理をした後の量

⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(14)

5

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

⑫ 欄 (10) の 量 の う ち 、 処 理 業 者 へ の 再 生 利 用 委 託 量

6

(2)

(4)

(7)

(12)

(3)

(5)

(6)

(8)

(13)

7

⑬ 欄 (10) の 量 の う ち 、 認 定 熱 回 収 施 設 設 置 者 （ 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律

第 15 条 の ３ の ３ 第 １ 項 の 認 定 を 受 け た 者 ） で あ る 処 理 業 者 へ の 焼 却 処 理 委 託 量

（第３面）

⑭ 欄 (10) の 量 の う ち 、 認 定 熱 回 収 施 設 設 置 者 以 外 の 熱 回 収 を 行 っ て い る 処 理 業 者 へ の

焼 却 処 理 委 託 量

第 ２ 面 の 左 下 の 表 に は 、 項 目 ご と に 、 産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 に 記 載 し た そ れ ぞ れ の 実 績 値 を 記

入すること。

(11)

翌年度の６月 30日までに提出すること。

した目標値を記入すること。

に掲げる量を記入すること。

① 欄 当 該 事 業 場 に お い て 生 じ た 産 業 廃 棄 物 の 量

② 欄 (1) の 量 の う ち 、 中 間 処 理 を せ ず 直 接 自 ら 再 生 利 用 し た 量

棄 物 処 理 計 画 の 実 施 状 況 を 明 ら か に し た 書 面 を 作 成 し 、 当 該 書 面 を 添 付 す る こ と 。

(9)

(10)

⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。

⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

⑪ 欄 (10) の 量 の う ち 、 優 良 認 定 処 理 業 者 （ 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 施 行 令



提出者の名称

事業場の名称

内容年度 平成 2022 年度

（単位：トン）

自己再生
利用量

自己最終
処分量

Ａ Ｂ Ｃ D E F G H I J K L M N

(E-F)

施行規則様式との対応関係→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨ ⑦ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

燃え殻 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

汚泥 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃油 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃酸 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃アルカリ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃プラスチック 14.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 14.50 14.50 0.00 0.00 0.00

紙くず 3.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.20 3.20 0.00 0.00 0.00

木くず 5.42 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 5.42 0.00 0.00 0.00 0.00

繊維くず 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

動植物性残さ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

ゴムくず 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

金属くず 39.58 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 39.58 39.58 0.00 0.00 0.00

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 16.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16.00 16.00 0.00 0.00 0.00

鉱さい 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

がれき類 23.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 23.80 0.00 0.00 0.00 0.00

ばいじん 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

混合廃棄物 61.63 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 61.63 61.63 0.00 0.00 0.00

石綿含有廃棄物 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃蛍光灯 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃石膏ボード 17.51 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 17.51 17.51 0.00 0.00 0.00

合　計 181.64 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 181.64 152.42 0.00 0.00 0.00

執行役員支店長　　黒田　二郎

福岡市中央区大名１－８－１０

自己中間
処理

減量化量

自己中間処理をしな
い

再生利用
業者への

処理
委託量

自己最終
処分量

自己中間
処理後
残さ量

うち熱
回収量

提出者の住所

産業廃棄物処理計画実施状況報告書（集計用シート）

委託処理量のうち委託先毎の量

優良認定
処理業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者へ
の処理
委託量

自社内での処理状況

自己中間処理をする

委託先での処理状況

廃棄物の種類
自己中間
処理量

委託
処理量

福岡市中央区大名１－８－１０

株式会社　安藤・間　九州支店 事業場の所在地

排出量
長崎県知

事



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

73

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

　産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 3,984 全 処 理 委 託 量 73

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

事 業 所 の 名 称 　飯盛浄化センター

事 業 所 の 所 在 地 　諫早市飯盛町開１８１番地１

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

諫早市上下水道事業管理者

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

電 話 番 号 （TEL） （０９５７）２２－２６３５

提 出 者

氏 名

2

住 所 長崎県諫早市東小路町７番１号

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 6



備考

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

７　※欄は記入しないこと。

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

（第３面）

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　目標値を記入すること。



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

70 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 70 70

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

4,347 4,347
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 4,417 4,417 70
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

4,417
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

70
項目



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　諫早中央浄化センター

　諫早市仲沖町３５６番地

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 6 2

排 出 量 40,396 全 処 理 委 託 量 4,155

　産業廃棄物処理計画における目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

4,155

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量



備考

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

（第３面）

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

項目 実績値
自ら中間処理

した量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

3,943

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 36,124 36,124 3,943

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

36,124

自ら中間処理によ
り減量した量

3,943

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3,943

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

32,181 32,181
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

3,943 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　小長井浄化センター

　諫早市小長井町大峰９８０番地７０

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 6 2

排 出 量 22,276 全 処 理 委 託 量 336

　産業廃棄物処理計画における目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

336

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量



備考

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

（第３面）

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

項目 実績値
自ら中間処理

した量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

224

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 13,377 13,377 224

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

13,377

自ら中間処理によ
り減量した量

224

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 224

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

13,153 13,153
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

224 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

排 出 量 25,387 全 処 理 委 託 量 476

　産業廃棄物処理計画における目標値

476

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 6 2

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　高来浄化センター

　諫早市高来町泉３０１番地

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所



備考

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

（第３面）

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

347 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 347 347

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

16,152 16,152

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 16,499 16,499 347

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

16,499
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

347
項目



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

排 出 量 4,341 全 処 理 委 託 量 72

　産業廃棄物処理計画における目標値

72

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 6 2

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　田結浄化センター

　諫早市飯盛町里１４５番地１０

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所



備考

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

（第３面）

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

56 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 56 56

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

3,753 3,753

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 3,810 3,810 56

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3,810
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

56
項目



様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 年 月 日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

                      住 所 長崎県諫早市東小路町７-１   

                      氏 名 諫早市上下水道事業管理者      

                                     上下水道局長 矢竹 秀孝           

                                        (法人にあっては、名称及び代表者の氏名)     

                                                   電話番号 0957-22-1500

    廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づ

き、令和４年度の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 諫早市上下水道局 上水管理センター 平山浄水場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市平山町８－１

事 業 の 種 類 36 水道業 （上水道）

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 3,096ｔ 全 処 理 委 託 量 516ｔ

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
0ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
0ｔ

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
0ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
516ｔ

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
2,580ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
0ｔ

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄

(日本産業規格 Ａ列４番)
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(第３面)

備考

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

７ ※欄は記入しないこと。



（ 産業廃棄物の種類：無機性汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

令和4年度実績
④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

431 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 431 431

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

1,862 1,862
直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

2,293 2,293 431

項目 実績値
自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2,293 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

431

①排出量

①ｹｰｷ含水率R04平均:73.4％
　打込汚泥含水率:95%(固定)
　431×(1-0.734)÷（1-0.95）
　＝2,293

①脱水汚泥：431ｔ

脱水機への打込み汚泥量 脱水汚泥量

①脱水汚泥：431ｔ



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和５年６月２８日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地 

氏 名 雲仙市長 金澤 秀三郎 （公印省略） 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７－４７－７８２６（直通） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  雲仙浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県雲仙市小浜町雲仙２８４番地 

事 業 の 種 類 ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １，５１３  ｔ 全 処 理 委 託 量 １８０   ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自 ら熱回収 を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１８０   ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
１，５１３  ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自 ら埋立処 分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

―    ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

―    ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 
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(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 


